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研究成果の概要（和文）：本研究では、19 世紀にしばしば起こったコレラのパンデミック（世

界的大流行）を、主として南アジアに焦点を合わせて解明しようとした。主たる研究成果は、

①ベンガルに端を発するコレラ・パンデミックの波及経路（インド亜大陸の内部および外部－

周辺地域－）、②コレラ流行の生態的条件としての「半乾燥熱帯」の問題、③19 世紀後半のコ

レラ波及における「紅海ルート」と検疫制度の国際的標準化の問題、④19 世紀のカルカッタに

おける廃棄物および屎尿処理の問題、の四点である。 
 
研究成果の概要（英文）：This research has tried to analyze the cholera pandemics in the 19th 
century, mainly focusing on South Asia. Firstly, I clarified main diffusion routes of cholera 
epidemics from Bengal inside the Indian subcontinent, and also outside the subcontinent. 
Secondly, I analyzed the ecological factors triggering cholera epidemics. I discussed the 
relationship between semi-arid climate and explosive incidences of cholera epidemics. The 
most important factors of cholera epidemics were availability of fresh water and then 
possibility of water contamination. I concluded that conditions of semi-arid tropics were 
favorable for cholera epidemics in South Asia. Thirdly, this research has been also 
concerned with the history of quarantine system. The situation of cholera pandemics was 
aggravated by the rapid developments of traffic and trade networks in the second half of 
19th century. It added momentum to formulate international standards of quarantine 
system. I did analysis using papers and documents which were concerned with 
International Sanitary Conference to examine some issues on the routes through which the 
cholera strode from India over the Arabian Sea to the Red Sea or the Persian Gulf by 
shipping. Fourthly, I examined the development of urban public health in Calcutta city in 
the 19th century. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究の前提として、二つの共同研究へ
の参加がある。第一は、科学研究費補助金に
よる共同研究「近現代アジアにおける『健康』
の社会経済史－疾病、開発、医療・公衆衛生」
（基盤研究(B)(1)、課題番号 16330065、平成
16 年度～18 年度。研究代表者：脇村孝平）
への参加であった。この共同研究の過程の最
終局面において、私自身は、19 世紀のコレ
ラ・パンデミック（世界的流行）の研究の意
義と可能性に気づいた。すなわち、19 世紀の
コレラ・パンデミックはほとんどの場合、イ
ンドのベンガル地方に発し、他地域へ波及し
ていったが、この過程において、交易ルート
の果たす役割が大きかった。したがって、19
世紀のコレラ流行を、交易史的視角から分析 
することの意味について考えた。 
 
(2)第二は、研究分担者として加わった、科
学研究費補助金による共同研究「バングラデ
シュにおける清掃労働者の研究」（基盤研究
(B)、課題番号 14310089、平成 14 年度～平成
17 年度。研究代表者：野口道彦）および「バ
ングラデシュにおける清掃労働者諸集団の
社会移動の多様性」（基盤研究(B)、課題番号
18330107、平成 18 年度～平成 20 年度。研究
代表者：野口道彦）である。この共同研究に
おける私の役割分担は、ベンガル地域におけ
る清掃労働者の形成過程を歴史的に明らか
にすることであったが、主に 19 世紀後半の
カルカッタにおける衛生問題を分析した。そ
の際、19 世紀後半のカルカッタにおけるコレ
ラの流行の問題に突き当たった。19 世紀ベン
ガルのコレラ問題は、都市衛生環境の悪化、
特に飲料水の汚染問題と如何に関わりがあ
るのか、という問題を考えた。 
 
(3)以上の前提を踏まえて、19 世紀における
コレラ・パンデミックを、インドを中心にし
て、交易史および環境史の二つの視角から研
究する構想を持った。 
 
２．研究の目的 
(1)19 世紀におけるコレラの世界的流行は、
当時のグローバル化状況と密接に結びつい
て起ったと考えられる。本研究は、19 世紀の
アジアにおけるグローバル化の過程とコレ
ラ流行の関連を明らかにすることを課題と
する。事例としては南アジア（英領インド）
と東アジア（清朝中国）におけるコレラ流行

を取り上げ、連関と比較の両方の究明を行う。 
 
(2)具体的な研究課題として、以下の三つが
ある。 
①コレラの波及経路：19 世紀にアジア域内で
進んだ交易と労働移動の飛躍的進展がコレ
ラの流行に如何に関連したかを考える。 
②飲料水の汚染：コレラの感染は水の媒介に
よって引き起こされる。地理的・気象的・生
態的条件に規定される飲料水の入手可能性、
および飲料水の水源の汚染可能性について、
検討する。後者については、特に屎尿処理の
方法について着目する。 
③都市公衆衛生：この時期のコレラ対策を考
える素材として、都市公衆衛生を取り上げる。 
 
３．研究の方法 
(1)19 世紀の英領インドで発生したコレラ流
行に関して、植民地政府（インド政庁）は複
数の報告書を刊行している。イギリス・ロン
ドンの大英図書館（British Library）に所
蔵されているインド省文書（India Office 
Records）には、多数の関連資料が存在する。
特に、政府刊行物（Official Publications）
中の専門的刊行物（Monographs）には、コレ
ラ流行に関する報告書が多数含まれている。
これらの資料調査を行なった 
 
(2)上記の報告書を基に、英領インド内にお
けるコレラ伝播の空間的分析を行なう。例え
ば、1869 年と 1875-76 年に中央州（中央イン
ド）で起ったコレラ流行に関する報告書（当
時、中央州衛生局長であった S.C.タウンゼン
トが執筆したもの）を資料にして、コレラの
伝播経路、伝播速度、流行地域（および非流
行地域）の地学的特徴、流行地域（および非
流行地域）の降水量、流行地域（および非流
行地域）における水源、流行地域（および非
流行地域）における衛生状態（飲料水の汚染
度）などに関する情報を、整理する。 
 
(3)また、インド・コルカタ（旧名カルカッ
タ）にある西ベンガル州公文書館および国立
図書館（National Library）などにおいて、
カルカッタ市に関する都市の公衆衛生に関
する資料を調査する。下水道・屎尿処理に関
する資料が中心となる。 
 
(4)上記の資料に基いて、カルカッタ市にお
ける水汚染問題が、どのような経過で変化し



ていったかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)初めにお断りしておきたいのは、当初の
予定ではコレラ・パンデミックの南アジア
（英領インド）と東アジア（清朝中国）の連
関と比較を行なうということになっていた
が、実際に行なわれた作業は、南アジアにほ
ぼ限定されることになった。その理由は、第
一に、19 世紀の英領インドにおけるコレラ流
行の波及経路を分析していると、南アジアか
ら外部の世界にどのように拡がるかの問題
が非常に重要かつ興味深いことに気づき、そ
の分析に大幅な時間を割いたことにある。第
二に、この問題に関連して、インド西部から
アラビア海を越えて、紅海から地中海へとい
う、いわゆる「紅海ルート」に関わる検疫問
題にも大幅な時間を割いたためである。この
ような経緯で、本研究の成果はもっぱら南ア
ジア（英領インド）に関わるものである。以
下、主要な研究成果を四点に分けて記す。 
 
(2)第一は、コレラの波及経路に関わる問題
である。インド・ベンガルに発したコレラ流
行は、インド亜大陸の内部でおよそ三つの経
路で波及した。 

ⅰ.ベンガルからガンジス川中・上流域へ
向けて、すなわち北西方向に向けて拡がる
パターン。最終的には、インド亜大陸の北
西辺縁地域へと通じた。 
ⅱ.ガンジス川中流域からは、中央インド
を経由して、西インドあるいは南インドへ
通じるパターン。 
ⅲ.ベンガルから、ベンガル湾の海路を通
じて南インドあるいは、さらに西インドへ
通じるパターン。 
インド亜大陸の外部へは、次の三つの経路

で波及した。 
Ⅰ.インド亜大陸の北西辺縁地域から中央
アジアあるいはペルシアへ向かうパター
ン。この波及経路から、ロシア、ひいては
ヨーロッパへ通じた（この経路は、上記ⅰ
の延長線上にある）。 
Ⅱ.西インドからインド洋の西側部分（ア
ラビア海）の海路を通じて、アラビア半島 
と紅海方面へ、もしくはペルシア湾岸地域
へと向かうパターン（この経路は、上記ⅱ
の延長線上にある）。 
Ⅲ.ベンガルからインド洋の東側部分（ベ
ンガル湾）の海路を通じて、東南アジア方
面へ向かうパターン（この経路は、上記ⅲ
の延長線上にある）。 
コレラの波及経路の分析で、インド亜大陸

から外部世界へ波及する場合の上記の三つ
の経路のうち、ⅡとⅢは、海上ルートである
が、Ⅰは陸上ルートであった。19 世紀におけ
る六回のパンデミックにおいて、常にⅡの陸

上ルートが重要な役割を果たしていたこと
が明らかになった。すなわち、この陸上ルー
トは、インド亜大陸から中央アジアを経てロ
シア、さらにはヨーロッパへと続く。もしく
は、ペルシア（現在のイラン）を経て、ロシ
アあるいはヨーロッパへと続く。このように、
コレラはユーラシア大陸の乾燥ベルトを通
過して、外部世界に拡がって行ったのである。 
 
(3) このように、コレラの波及経路として乾
燥地域の重要性が明らかになったのである
が、コレラ流行は、ユーラシア大陸の乾燥地
帯を、どのように経由していったのであろう
か。コレラの故郷であるベンガルは、大河の
デルタ地帯であるがゆえに水資源は豊富で
あり、しかも気象条件も高温多湿の地域であ
ることは良く知られている。そのような生態
環境に発したコレラという疾病が、どのよう
に、それとは全く異なる条件にあるユーラシ
ア大陸の乾燥ベルトを突き抜けていったの
かという問いが生じるのである。このような
問題を究明するうえで役立ったのは、インド
亜大陸の中央部に位置する地域におけるコ
レラ流行の分析である。中央州（英領期の地
域名）の事例分析では、コレラ流行による被
害の規模（死亡者の数）が、火成岩の地帯と
変成岩（もしくは砂岩）の地帯では大きく異
なったということが明らかになった。この差
を説明するのは、水汚染の問題である。火成
岩の地域では、岩盤が固く表土も欠いていた
ので、地下水を汲み上げることができないの
で、地表水を利用したが、水資源が屎尿によ
って極めて汚染され易い状況にあった。他方、
変成岩（もしくは砂岩）の地帯では、深層の
地下水を汲み上げることが可能であり、屎尿
によって汚染され易い地表水を利用する可
能性が低かったのである。このような事例分
析から明らかになったことは、コレラの被害
状況は水汚染の可能性の高さによって左右
され、水汚染の可能性そのものは、新鮮な水
の入手可能性によって決定されるというこ
とであった。中央州は、半乾燥地域（年間降
水量が 500～1000 ミリ）に位置するが、モン
スーン直前の水不足の時期に、コレラの被害
がピークに達する。推測的になるが、この 
事例から観察されるコレラ流行の様相は、乾
燥地帯一般にも当てはまるものと思われる。
コレラ流行の波及が、中央アジアの乾燥地帯
を貫徹していった状況は、水不足に起因する
水汚染の問題があると考えられる。以上の
(2)および(3)は、「５．主な発表論文等」の
欄にある「19世紀のコレラ・パンデミックと
南アジア世界－環境史としての疫病史」と
‘Health Hazards in 19th Century India: 
Malaria and Cholera in Semi-Arid Tropics’
という二つの論文の中で、詳細に論じている。 
 



(4)第三は、検疫に関する研究である。コレ
ラの波及の分析を行なっている中で、波及へ
の対応としての検疫の問題の重要性に気づ
いた。具体的には、「紅海ルート」の検疫問
題を取り扱った。19 世紀の後半に、インド西
部からアラビア海を跨いで、紅海付近を経由
して地中海・ヨーロッパ方面へと波及する、
「紅海ルート」における検疫が、国際問題と
なった。19 世紀後半、交通革命（汽船の就航
とスエズ運河の開通）によって、インドから
「紅海ルート」を経て、地中海・ヨーロッパ
へのコレラ波及の可能性は高まっていた。地
中海沿岸諸国を中心にヨーロッパ諸国のイ
ニシアチブで開催された国際衛生会議
（International Sanitary Conference）で
は、紅海付近で採用されるべき検疫手段をめ
ぐって、極めて熱い議論が闘わされた。数度
にわたって開催された、この会議に関わる資
料に依拠しつつ、19 世紀末以降、徐々に検疫
制度の国際標準とも呼ぶべき制度が形成さ
れたことを明らかにした。以下、要点を記す
と、検疫制度が、一般的・包括的なものから、
特定化したものに変化していったこと。すな
わち、出発地で出される健康証明書に基づく
措置から、到着地における個々の状況に応じ
たものに変化した。「医師検査（medical 
inspection）」の要素が大きくなったのであ
る。さらに、乗客の行動制限も緩和され、検
疫の日数も短縮化した。 
しかし、このような検疫制度の統一化は、

ヨーロッパ中心的なものであったことも事
実であった。紅海もしくはスエズ運河をめぐ
る検疫措置の強化に関しては、ヨーロッパで
当てはまる基準とは異なったものが適用さ
れたからである。その意味で二重基準であっ
た。しかも、それはインドやメッカ巡礼がも
たらすにコレラの脅威に対する、過剰な意識
に基づいていた。コレラ波及の紅海ルートに
対する脅迫観念のようなものをそこに看取
できる。また、紅海周辺で行われる検疫活動
は、エジプト衛生管理総局やコンスタンティ
ノープル衛生最高諮問委員会のような、ヨー
ロッパ人が加わった半ば国際機関によって
執行されていた。見方によっては国際機関の
先駆けと言えるが、半植民地的状況が生んだ
産物であった。なお、詳細は、「５．主な発
表論文等」の欄にある「国際保健の誕生－19
世紀におけるコレラ・パンデミックと検疫問
題」に記した。 
 
(5)第四は、カルカッタの都市衛生史である。
この部分は、まだ論稿にしていないので、や 
や詳しく記すことにする。 カルカッタの本
格的な都市衛生政策の出発点は、19 世紀の初
頭に遡る。イギリスによる領土支配が始まっ
て約半世紀が経過し、カルカッタの人口も中
心地域で 10 万人を超え、衛生問題が都市行

政における最大の課題となっていた。疾病
（特に、疫病）の原因はミアズマ（汚物から
立ち昇る気体）にあると理解されていた当時、
カルカッタ市における廃棄物および屎尿の
処理方法が重大な健康問題を生んでいると
理解されるに至っていた。具体的には、二つ
の大きな問題が存在していた。第一は、下
水・排水問題である。モンスーン期に大量の
降水があるこの地域では、排水を如何にして
行うかが重要な課題となっていた。しかしな
がら、19 世紀前半のカルカッタでは、市内の
排水は市の西部を流れるフーグリ川に開渠
式排水路を通じて流されるというものであ
った。しかしながら、カルカッタ市は西側に
向かっては勾配がわずかながら上りになっ
ているために、排水が十分に行われず市内各
所に滞留するという状態であった。既に述べ
たように、ミアズマ説が病因論として有力で
あったこの当時、この下水の滞留問題は深刻
に認識されていた。第二は、廃棄物の処理、
19 世紀前半までは、清掃労働者によって市内
数所にあるゴミ廃棄場に捨てられるという
状況であった。他方、屎尿に関しては、フー
グリ川に投棄するという有様であった。もっ
と酷い場合は、市内各所の排水路に直接投棄
するということすら行われていた。廃棄物処
理も屎尿処理も人口の増大と市域の拡張に
よって、ゴミ廃棄場のもたらす周辺への影響、
手狭さなどの理由から、より遠隔地にゴミ廃
棄場を作る必要性が生じた。 
 このような状況は、19 世紀半ば以降に大き
く変化した。具体的には、1859 年から始まる
暗渠式下水道の建設と 1867 年に着工された
廃棄物処理のための鉄道建設である。前者は、
前述の排水問題を解決するために、下水道を
市内の勾配が下降している東側方向の「塩水
湖（Salat Lake）」地区に向けて流す計画で
あった。他方、廃棄物処理のための鉄道建設
の前提となるゴミ廃棄場が、1864 年に同じく、
塩水湖地区の一角（いわゆる「平方マイル
（Square Mile）」地区）に作られた。市内の
中心から、鉄道を使ってこの新しいゴミ廃棄
場に廃棄物および屎尿が運搬された。塩水湖
地区は、湿地帯であったが、下水の処理と廃
棄物・屎尿の処理にともなう埋め立てによっ
て、いずれは土地利用が可能となるという一
挙両得が考えられていた。 
 このように、下水道および廃棄物処理の両
者における最終処理は、市の西側に位置する
フーグリ川に求める段階（19 世紀前半）から、
市の東側に位置する塩水湖地区に求まる段
階（19 世紀後半）へと移行したのである。同 
時に、民間（私的）業者による清掃労働者の
雇用の段階から、市（都市自治体）による清
掃労働者の雇用の段階へと変化した。このこ
とが意味するのは、都市の規模の拡大にとも
なって、廃棄物および屎尿の処理における公



的介入が深化した事実である。 
 確かに、これは必然的な過程であるが、注
目したいのは、このようなインフラ整備にも
かかわらず、乾式便所という極めて労働集約
的なサービスを必要とする制度が、都市自治
体の関与とともに長らく残存したことであ
る。すなわち、極めて大量の投資を必要とす
る下水道と上水道の建設が行なわれたのに
もかかわらず、このような制度が維持された
のは、経費の節約という行政の側の事情（納
税者であるインド人中間層の意向を強く反
映している）とともに、以下のような南アジ
ア社会の特質によっても強く規定されてい
るのではなかろうか。すなわち、世帯内で賄
われるべきサービスが、世帯の外部へと外注
（outsourcing）されるという南アジア社会
の社会的分業のあり方が、この場合にも一定
程度反映していると思われる。すなわち、清
掃という不浄の行為をできるだけ身の回り
から外部化するという社会のマジョリティ
の傾向と、そのような行為を世襲的に担うマ
イノリティの存在という、この社会の経路依
存によって強く規定されていると思われる。
最後に述べた点は、まだ仮説的な段階の議論
に過ぎないが、今後さらに深めたいと考えて
いる。 
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